
（４）食文化・食産業のグローバル展開

地域別ではアジア地域が輸出額全体の約70％を占める

資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省で作成

農林水産物・食品の輸出額の主な内訳（平成29年）

○ 国・地域別に見ると、香港、台湾、中国、韓国といったアジア地域が全体の
73.1％、米国等の北米が15.2％
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（５）食文化・食産業のグローバル展開

38

農林水産業の輸出力強化戦略（※）について
※ 平成28年5月19日の農林水産業・地域の活力創造本部にて取りまとめ



５．６次産業化の推進
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食品の流通構造全体のイメージ

（１）６次産業化の推進
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青果 40%
水産 46%
食肉 90%

卸売市場外経由

 昭和50年代は、卸売市場流通が支配的なシェアであったが、現在は、市場取引のほか、産直取引、契約栽
培、直売所、ネット通販など、多様な流通が行われており、また、市場取引の内容も実際に卸売市場に商品を
持ち込まず（商物一致の例外）市場の代金決済のみを利用するものもあるなど、大きく変化。
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（２）６次産業化の推進

農林漁業の６次産業化とは

【参考】
６次産業化とは、農業を１次産業としてだけではなく、加工などの２次産業、さらにはサービスや販売

などの３次産業まで含め、１次から３次まで一体化した産業として農業の可能性を広げようとするもの
出典：「文部科学省認定教科書（高等学校農業科用）農業経営（実教出版）
注：平成26年度から使用

○意義
「一次産業としての農林漁業と、二次産業としての製造業、三次産業としての小売

業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図り、地域資源を活用した新たな付加価値
を生み出す」取組
（「地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進
に関する法律」（六次産業化・地産地消法）の前文より）

○農林漁業の６次産業化の市場規模・従事者数（平成27年度）
• 加工・直売の売上：約2.1兆円

（農業関連：約1.9兆円、漁業関連：約0.2兆円）

• 従業者数：約41.4万人
（農業関連：約39.0万人、漁業関連：2.3万人）

資料：農林水産省（平成27年度６次産業化総合調査結果）

※ １次（生産）×２次（加工）×３次（販売）＝６次産業化
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（３）６次産業化と農商工連携
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